
▼
為
替
が
一
ド
ル
＝
一
〇
〇
円

の
ラ
イ
ン
を
超
え
、
株
価
も
日

経
平
均
が
一
五
〇
〇
〇
円
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
に
よ
る
資
産
バ
ブ
ル
に

よ
っ
て
、
本
欄
の
読
者
の
中
に

も
恩
恵
を
受
け
た
人
々
が
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
。
今
か
ら
で
も

乗
り
遅
れ
ま
い
と
、
休
眠
投
資

家
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
証
券

会
社
に
殺
到
し
て
い
る
。
▼
か

く
い
う
筆
者
も
（
も
と
よ
り
お

恥
ず
か
し
い
程
度
の
資
産
額
で

は
あ
る
が
）
利
益
が
上
が
っ
た
。

そ
の
大
半
は
Ｆ
Ｘ
（
外
国
為
替

証
拠
金
取
引
）
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ユ
ー
ロ
危
機
に
よ
っ
て

政
治
統
合
の
蓄
積
す
ら
一
気
に

雲
散
霧
消
し
そ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
情

勢
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
改

め
て
国
際
金
融
の
重
要
性
を
認

識
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
八
割
の
投
機

家
は
損
を
し
て
撤
退
す
る
と
言

わ
れ
る
為
替
市
場
の
こ
と
ゆ
え

「
授
業
料
」
は
覚
悟
の
上
だ
っ

た
が
、
乱
高
下
す
る
ユ
ー
ロ
と

超
円
高
の
相
場
は
実
に
難
し
か

っ
た
。
▼
黒
田
日
銀
に
よ
る

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
は
、

そ
れ
以
前
の
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
を

一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
主
婦

層
も
多
く
「
ミ
セ
ス
・
ワ
タ
ナ

ベ
」
と
海
外
で
俗
称
さ
れ
る
日

本
の
個
人
投
資
家
の
多
く
は
、

猛
烈
な
円
売
り
を
仕
掛
け
て
円

建
て
で
の
資
産
額
を
増
や
し
た

は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
将
来

の
高
イ
ン
フ
レ
が
織
り
込
ま
れ

た
形
の
円
安
・
株
高
に
よ
る
資

産
バ
ブ
ル
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
実
質
的
に
は
プ
ラ
ス
に

な
ら
ず
一
時
の
狂
騒
に
終
わ
る

の
で
あ
ろ
う
が
。
▼
と
も
あ
れ
、

内
部
留
保
を
貯
め
込
ん
で
い
る

企
業
や
銀
行
、
資
産
家
・
富
裕

層
の
手
元
に
余
裕
資
金
が
生
じ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ

を
実
体
経
済
の
復
活
と
社
会
の

活
性
化
に
つ
な
げ
、
如
何
に
マ

ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
無
縁
な
人
々
に

も
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
か
―
―
大
胆
な
実
験
に

踏
み
切
っ
た
日
本
の
状
況
を
世

界
が
注
視
し
て
い
る
。

(

ヒ
ゲ
）

平成２５年（２０１３年）５月１０日 友　 愛（１） 第５２３号

題字：鳩山威一郎

出
席
理
事
【
総
数
六
】

出

席
者
数
五
名

副
理
事
長
　
鳩
山
由
紀
夫

常
務
理
事
　
川
手
正
一
郎

理
事
　
奥
田
吉
郎

理
事
　
武
田
紀
念
男

理
事
　
木
村
正
治

出
席
監
事
【
総
数
二
】
出
席

者
数
二
名

監
事
　
奥
住
　
壽

監
事
　
長
田
正
太
郎

議
長
は
、
定
款
第
２
６
条
の

定
足
数
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、

本
評
議
員
会
が
成
立
す
る
こ
と

を
宣
言
し
た
。

副
理
事
長
挨
拶

副
理
事
長
　
鳩
山
由
紀
夫

会
議
の
目
的
事
項

【
協
議
事
項
】

第
一
号
議
案
平
成
二
十
五
年

度
事
業
計
画
の
件

（
定
款
第
９
条
、
評
議
員
会

運
営
規
程
第
１
１
条
第
１
項
第

五
号
）

鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
平
成
二
十
五

年
度
事
業
計
画
を
全
会
一
致
で

承
認
決
議
し
た
。

第
二
号
議
案
平
成
二
十
五
年

度
予
算
の
件

（
定
款
第
９
条
、
評
議
員
会

運
営
規
程
第
１
１
条
第
１
項
第

５
号
）

鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
に

つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
平
成
二
十
五

年
度
予
算
を
全
会
一
致
で
承
認

決
議
し
た
。…

…
…
…
…

こ
の
他
、
友
愛
創
立
六
〇
周

年
記
念
大
会
実
行
委
員
会
か
ら

の
報
告
も
あ
り
、
当
日
に
向
け
、

会
場
設
営
、
記
念
品
な
ど
準
備

が
滞
り
無
く
進
ん
で
い
る
旨
報

告
さ
れ
た
。

午
後
十
二
時
閉
会

会
場

友
愛
サ
ロ
ン

進
行：
常
務
理
事
・
事
務
局

長
　
川
手
正
一
郎

評
議
員
長
挨
拶

評
議
員
長
　
井
上
和
子

議
長
の
選
任

定
款
第
２
５
条
に
基
づ
き
、

井
上
和
子
評
議
員
長
が
議
長
に

就
任
し
た
。

評
議
員
【
総
数
九
定
足
数

五
】
出
席
者
八
名

評
議
員
　
井
上
和
子

評
議
員
　
萩
原
直
三

評
議
員
　
芳
賀
大
輔

評
議
員
　
福
田
八
州
雄

評
議
員
　
近
藤
純
子

評
議
員
　
小
川
巧
次

評
議
員
　
大
川
米
子

評
議
員
　
谷
藤
悦
史

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日
（
金
）
友
愛
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
第
十
二
回
通
常
理
事
会
・
第
五
回
臨
時
評
議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二

十
五
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
平
成
二
十
五
年
度
予
算
が
協
議
さ
れ
、
両
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

事
業
計
画
で
は
、
本
年
度
の
本
協
会
創
立
六
〇
周
年
を
記
念
し
て
友
愛
山
荘
に
「
創
立
六
〇
周
年
記
念
小
ホ
ー
ル
」
建
設
を
行
う
旨
が
理
事
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
評
議
員
会
に
報
告
さ
れ
た
。

理
事
会
で
は
、
公
務
の
た
め
欠
席
さ
れ
た
鳩
山
邦
夫
理
事
長
に
代
わ
り
、
鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
が
議
長
を
務
め
、
続
く
評
議
員
会
で
の
報
告

も
行
っ
た
。

評
議
員
会
で
は
、
鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
の
理
事
会
報
告
を
受
け
、
二
十
五
年
度
事
業
計
画
・
二
十
五
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
度
の
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
創
立
六
〇
周
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
選
会
の
会
場
を
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
も
、
併
せ
て
承
認
さ
れ
た
。（
本
文
に
理
事
会
・
評
議
員
会
の
議
事
録
抜
粋
を
掲
載
）

三
】
出
席
数
五
名

鳩
山
由
紀
夫
　
副
理
事
長

川
手
正
一
郎
　
常
務
理
事

奥
田
吉
郎
　
理
事

武
田
紀
念
男
　
理
事

木
村
正
治
　
理
事

出
席
監
事
【
総
数
二
】
出
席

数
二
名

奥
住
壽
監
事

長
田
正
太
郎
監
事

議
長
は
、
定
款
第
４
６
条
の

定
足
数
を
満
た
す
こ
と
か
ら
本

理
事
会
が
成
立
す
る
こ
と
を
宣

言
し
た
。

会
議
の
目
的
事
項

【
協
議
事
項
】

第
一
号
議
案
平
成
二
十
五
年
度

事
業
計
画
の
件
（
定
款
第
９
条
）

鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
案
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
平
成
二
十
五

年
度
事
業
計
画
案
を
同
事
業
計

画
と
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で

承
認
決
議
し
た
。

第
二
号
議
案
平
成
二
十
五
年

度
予
算
の
件
（
定
款
第
９
条
）

鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
よ

り
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
案

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
平
成
二
十
五

年
度
予
算
案
を
同
予
算
と
す
る

こ
と
を
全
会
一
致
で
承
認
決
議

し
た
。

一
般
財
団
法
人
日
本
友
愛
協

会
平
成
二
十
五
年
度
第
五
回
臨

時
評
議
員
会
議
事
録

日
時
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十

二
日
金
曜
日
午
前
十
一
時
開
会

木
漏
れ
日
の
中
に
落
ち
着
い
た
た
た
ず

ま
い
（
小
ホ
ー
ル
完
成
予
想
図
）

一
般
財
団
法
人
日
本
友
愛
協
会

平
成
二
十
四
年
度
第
十
二
回
通

常
理
事
会
　
議
事
録

日
時：

平
成
二
十
五
年
三
月

二
十
二
日
（
金
）
第
十
二
回
通

常
理
事
会：

午
前
十
時
開
会

午
前
十
一
時
閉
会

第
五
回
臨
時
評
議
員
会：

午

前
十
一
時
開
会
　
午
後
十
二
時

閉
会会

場：

友
愛
サ
ロ
ン

進
行：

常
務
理
事
・
事
務
局

長
　
川
手
正
一
郎

副
理
事
長
挨
拶

副
理
事
長
　
鳩
山
由
紀
夫

議
長
の
選
任

定
款
第
４
５
条
に
基
づ
き
、

鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
が
議
長

に
就
任
し
た
。

出
席
理
事
【
総
数
六
定
足
数

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
九

日
が
、
日
本
友
愛
協
会
創
立
六

〇
周
年
に
あ
た
り
、
本
年
五
月

十
九
日
（
日
）
に
は
そ
の
記
念

大
会
が
開
催
さ
れ
る
。（
註
友

愛
青
年
同
志
会
・
日
本
友
愛
青

年
協
会
を
経
て
の
通
算
年
数
）。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
軽
井
沢

友
愛
山
荘
に
、
小
ホ
ー
ル
が
建

設
さ
れ
る
。
軽
井
沢
は
、
本
財

団
創
設
者
鳩
山
一
郎
先
生
が
愛

さ
れ
た
地
で
あ
り
、
友
愛
活
動

の
出
発
点
と
も
い
え
る
。

現
在
本
財
団
の
事
業
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
る
軽
井
沢
友
愛

山
荘
は
、
食
堂
に
は
ピ
ア
ノ
も

あ
り
、
本
館
内
に
は
会
議
室
も

あ
る
が
、
会
議
室
の
定
員
が
約

二
〇
名
と
手
狭
な
こ
と
か
ら
、

ピ
ア
ノ
を
使
っ
て
の
音
楽
講
習

な
ど
は
、
食
堂
を
利
用
し
て
行

わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
消
す
る

た
め
に
も
、
講
習
会
ま
た
は
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
も
活
用

で
き
る
小
ホ
ー
ル
の
完
成
は
、

友
愛
山
荘
の
利
用
価
値
を
高
め

る
こ
と
と
な
る
。

小
ホ
ー
ル
は
、
入
り
口
か
ら

内
部
ま
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

も
配
慮
さ
れ
、
ど
な
た
に
も
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
各
所
に

気
配
り
が
行
き
届
い
て
い
る
。

完
成
予
定
は
七
月
末
。
使
用
方

法
、
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
完

成
時
ま
で
に
Ｈ
Ｐ
、
友
愛
新
聞

等
で
お
知
ら
せ
予
定
。

仕
　
様

木
造
平
屋
建
て
　
約
一
三
〇

平
米
／
収
容
人
数
　
四
十
九
名

友
愛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://yuaikyoukai.com

明
る
い
日
差
し
が
入
り
込
む
室
内
。
机
、

椅
子
は
可
動
式
（
完
成
予
想
図
　
室
内
）
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中
嶋
家
に
て
　
写
真
を
広
げ
、
思
い
出

話
に
、
涙
と
笑
い
で
時
が
過
ぎ
た

平
和
資
料
館
で
、
前
田
館
長
よ
り
詳
し

い
説
明
を
受
け
た
。
熱
心
に
視
察

故
中
嶋
理
事
の
菩
提
寺
に
参
拝
。
て
る

子
夫
人
と
と
も
に
本
堂
で
お
参
り
し
た

ウ
ィ
ン
マ
ー
専
務
理
事
は
、
友
愛
と
の

歴
史
に
資
料
を
持
参
し
て
喜
び
を
表
現

ベ
ル
ン
ハ
ル
ド
・
ツ
ィ
ム
ブ
ル
グ
在
日

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
も
出
席
さ
れ
た

早
朝
、
早
起
き
し
て
築
地
市
場
を
視
察
。

並
ん
で
い
る
マ
グ
ロ
に
感
動
！

友
愛
事
務
局
訪
問
。
友
愛
の
旗
の
も
と

全
員
で
記
念
撮
影

国会議事堂、迎賓会、スカイツリーなど
東京を視察。大きな提灯、門の仁王像に、
日本文化は素晴らしいと興味を示す

ＯＪＡＢ一行を迎えた歓迎昼食会
１８日　ホテルグランドパレスに於いて、歓迎会が催された。日本の国旗、オーストリアの国旗と
共に、友愛旗、オーストリア勤労青年連盟旗が中央に飾られたテーブルを囲み、友好のひとときを
過ごした。５０年余に及ぶＯＪＡＢとの姉妹団体関係は、一層の絆を強めた。
写真左から：通訳ミヒャエラさん、プロッメガーゼネラルマネージャー、長田正太郎監事、武田紀
念男理事、藤井玲南さん、奥田吉郎理事、川手正一郎常務理事、ウィンマー最高執行責任者、鳩山
邦夫理事長、ツィムブルグ在日オーストリア大使、サイヤー労使協議会副議長、木村正治理事、フ
ィッシャー理事、（事務局：羽中田・井之輪）

一
月
十
七
日
（
木
）
か
ら
一
月
二
十
五
日
（
金
）
ま
で
の
九
日
間
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
（
Ｏ

Ｊ
Ａ
Ｂ
）
よ
り
ウ
ィ
ン
マ
ー
最
高
執
行
責
任
者
を
始
め
四
名
の
役
員
が
友
愛
と
の
交
流
の
た
め
日
本
を
訪

れ
た
。
友
愛
創
立
六
〇
周
年
に
あ
た
る
今
年
、
同
時
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
と
の
友
好
姉
妹
団

体
関
係
が
五
十
年
と
な
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
祝
辞
を
伝
え
、
今
後
の
友
好
関
係
を
深
め
る
た
め
の
来
日
で

あ
る
。
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
と
の
友
好
確
立
に
尽
力
し
た
、
故
中
嶋
信
行
理
事
の
墓

参
も
訪
日
の
目
的
で
あ
る
。
一
行
は
東
京
、
京
都
、
広
島
、
八
女
、
大
阪
と
精
力
的
に
訪
問
。
広
島
で
は
、

原
爆
資
料
館
を
視
察
。
前
田
耕
一
郎
館
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
平
和
記
念
公
園
で
、
花
輪
を
供
え
、

平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
た
。
広
島
市
庁
舎
を
訪
問
、
佐
々
木
敦
朗
副
市
長
と
面
談
、
平
和
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
八
女
で
は
故
中
嶋
理
事
の
墓
参
と
、
自
宅
を
訪
問
し
、
て
る
子
夫
人
と

涙
で
再
会
、
つ
も
る
話
し
に
時
を
忘
れ
て
過
ご
し
た
。

務
局
長
よ
り
、
建
物
の
解
説
を
受

け
、
熱
心
に
資
料
を
閲
覧
し
た
。

東
京
都
内
視
察

十
九
日
（
土
）
二
十
日
（
日
）

是
非
に
と
の
希
望
か
ら
、
築
地
市

場
を
視
察
。
そ
の
後
国
会
議
事
堂
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
各
地
を
訪

れ
、
日
本
文
化
、
東
京
に
感
動
の

連
続
だ
っ
た
。

憧
れ
の
新
幹
線
に
乗
車

二
十
一
日
（
月
）、
い
よ
い
よ

西
へ
、
移
動
の
旅
の
開
始
。
最
終

目
的
地
は
八
女
市
、
故
中
嶋
理
事

の
墓
参
で
あ
る
。

新
幹
線
は
経
験
が
あ
る
が
、
最

新
の
列
車
に
乗
り
た
か
っ
た
と
、

先
頭
車
両
で
記
念
撮
影
。
京
都
で

は
竜
安
寺
に
多
大
な
興
味
を
示

し
、
閉
門
時
間
ま
で
心
お
き
な
く

庭
園
を
鑑
賞
し
た
。
翌
朝
、
ま
だ

人
気
の
な
い
金
閣
寺
を
訪
れ
「
素

晴
ら
し
い
！
」
の
連
発
。
小
糠
雨

が
美
し
さ
を
際
立
て
て
い
た
。

平
和
へ
の
取
り
組
み

広
島
市
庁
を
訪
問
。
原
爆
資
料

館
を
視
察
し
た
後
、
佐
々
木
副
市

広
島
市
訪
問
。
佐
々
木
副
市
長
と
面
談
。

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
意
見
交
換

金
閣
寺
は
、
最
も
訪
れ
た
い
場
所
で
あ

っ
た
。
小
雨
が
静
寂
さ
を
演
出
し
た

鳩
山
会
館
を
訪
問
　
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料

室
で
は
、
熱
心
に
閲
覧
、
質
問
も

最
後
の
訪
問
地
大
阪
で
は
、
シ
ン
ボ
ル

の
大
阪
城
へ
。
木
村
正
治
理
事
が
案
内

京
都
で
は
兼
ね
て
よ
り
希
望
し
て
い
た

茶
道
を
体
験
。
な
か
な
か
の
腕
前

挨
拶
す
る
鳩
山
邦
夫
理
事
長
　
永
年
に

亘
る
友
好
を
確
認
、
感
謝
の
意
を

平
和
記
念
公
園
に
て
。
真
摯
な
面
持
ち

で
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
旗
と
花
輪
を
供
え
た

ウ
ィ
ン
マ
ー
専
務
理
事
、
最
高
執

行
責
任
者
に
就
任

一
月
十
七
日
（
木
）
早
朝
、
一

行
は
成
田
空
港
に
到
着
し
た
。
今

回
は
、
永
年
日
本
友
愛
協
会
と
の

関
係
に
、
直
接
窓
口
と
な
っ
て
対

応
し
て
く
だ
さ
っ
た
ウ
ィ
ン
マ
ー

専
務
理
事
が
、
最
高
執
行
責
任
者

に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の

双
方
の
関
係
発
展
も
視
野
に
入

れ
、
三
人
の
役
員
を
伴
っ
て
の
来

日
と
な
っ
た
。

歓
迎
昼
食
会

十
八
日
（
金
）
九
段
下
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
歓

迎
昼
食
会
が
開
催
さ
れ
た
。
歓
迎

会
に
は
ツ
ィ
ム
ブ
ル
グ
在
日
オ
ー

ス
ト
リ
ア
大
使
も
出
席
さ
れ
、
両

団
体
の
友
好
関
係
に
賞
賛
の
意
を

述
べ
た
。

鳩
山
邦
夫
理
事
長
も
、
前
回
来

日
の
折
り
の
写
真
を
見
な
が
ら
、

友
好
関
係
の
確
認
に
話
が
弾
ん

だ
。
歓
迎
会
終
了
後
、
一
行
は
鳩

山
会
館
を
訪
問
、
長
田
正
太
郎
事

長
と
平
和
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し

て
い
る
国
同
志
の
、
平
和
が
語
ら

れ
た
。
原
爆
戦
没
者
慰
霊
碑
に
花

輪
を
供
え
、
深
い
祈
り
を
捧
げ
た
。

広
島
で
は
親
交
の
深
い
島
崎
評

議
員
も
参
加
、
通
訳
を
担
当
し
た
。

故
中
嶋
理
事
の
家
で

羽
犬
塚
の
駅
ま
で
迎
え
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
、
て
る
子
夫
人
と
再

会
。
お
互
い
の
健
康
を
祝
し
抱
擁

が
続
い
た
。
故
中
嶋
理
事
の
菩
提

寺
で
墓
参
を
済
ま
せ
、
中
嶋
家
を

訪
問
。
持
参
の
写
真
を
広
げ
、
思

い
出
話
し
に
時
を
忘
れ
て
懐
か
し

ん
だ
。
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
再

会
を
約
し
て
中
嶋
家
を
辞
し
た
。

充
実
の
九
日
間

東
京
か
ら
九
州
八
女
ま
で
、
文

化
に
触
れ
、
平
和
を
語
り
、
旧
友

と
の
再
会
と
充
実
の
九
日
間
を
過

ご
し
た
一
行
は
、
一
月
二
十
五
日

（
金
）
関
西
空
港
よ
り
、
帰
国
の

途
に
着
い
た
。
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福
建
省
ア
モ
イ
市
同
安
区

「
第
三
期
日
中
青
年
ア
モ
イ
市

同
安
区
生
態
緑
化
林
事
業
」

ア
モ
イ
市
に
於
け
る
最
後
の

事
業
と
な
る
今
回
は
、
郊
外
の

山
間
部
に
、
保
水
、
治
水
を
目

的
に
実
施
さ
れ
た
。

植
樹
祭
当
日
は
、
こ
の
季
節

に
お
い
て
は
、
近
年
に
な
い
程

の
好
天
に
恵
ま
れ
た
。
眩
し
い

日
差
し
の
溢
れ
る
な
か
、
地
元

学
生
、
関
係
者
の
集
う
な
か
式

典
は
開
催
さ
れ
た
。

立
派
な
記
念
碑
（
写
真
左
）

の
除
幕
式
に
、
大
き
な
拍
手
が

平
成
二
十
四
年
度
日
中
緑
化
交
流
基
金
に
よ
る
植
林
活
動
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
〜
八
日
に
第
二
十
一
次
訪
中
（
福
建
省
ア
モ
イ
市
同

安
区
）、
三
月
二
十
一
日
〜
二
十
五
日
に
第
二
十
二
次
訪
中
（
湖
北
省
孝
感
市
）
が
実
施
さ
れ
た
。

第
二
十
一
次
、
第
二
十
二
次
と
も
川
手
正
一
郎
常
務
理
事
を
団
長
と
す
る
訪
中
団
が
組
ま
れ
、
現
地
を
訪
問
、
植
樹
祭
、
交
流
行
事
な
ど
、
滞

り
無
く
日
程
を
終
了
し
帰
国
し
た
。

第
二
十
一
次
ア
モ
イ
市
は
、
第
三
期
事
業
の
実
施
で
、
五
年
に
亘
っ
た
ア
モ
イ
市
で
の
植
林
活
動
の
最
後
と
な
っ
た
。
第
二
十
二
次
孝
感
市
は
、

第
二
期
事
業
の
実
施
で
あ
る
が
、
昨
年
植
樹
し
た
木
々
が
干
ば
つ
の
た
め
活
着
率
が
悪
く
、
樹
種
を
変
更
し
て
の
植
樹
と
な
っ
た
。

な
お
、
平
成
二
十
四
年
度
植
林
事
業
の
臨
汾
市
お
よ
び
錦
州
市
へ
の
訪
中
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

現
地
に
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
。
大
き
な

天
然
石
に
友
愛
の
名
が
刻
ま
れ
た

路
肩
に
植
樹
す
る
参
加
の
青
年
達
。
眼

下
の
小
さ
な
ダ
ム
の
た
め
に

崖
の
上
で
、
足
下
を
確
保
し
な
が
ら
の

植
樹
。
若
い
声
が
弾
ん
で
い
る

挨
拶
す
る
川
手
正
一
郎
団
長
。
木
々
の

生
育
は
、
日
中
の
友
好
を
育
て
ま
す
と

日
差
し
の
中
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

青
年
達
が
集
合

植
樹
祭
式
典
に
は
、
地
元
の
青
年
も
参

集
。
若
い
力
を
発
揮
し
た

孝感市青年連合会　湖北省青年連合会　全国中華青年連合会などこの植林に期待を
寄せる関係各位が集まった。前回の活着率の低さは、関係各位にとっても手痛い
できごとだ。今回に寄せる期待は大きい

孝感市　迎賓館前で記念撮影

植
樹
祭
式
典
会
場
　
政
府
の
粛
正
方
針

を
受
け
て
か
、
現
地
の
状
況
か
質
素
に

植
樹
の
終
わ
っ
た
現
場
。
十
年
後
に
は
、

緑
溢
れ
る
林
が
出
現
す
る

第
22
次
植
林
訪
中
湖
北
省
孝
感
市

第
21
次
植
林
訪
中
福
建
省
ア
モ
イ
市

湖
北
省
孝
感
市

「
第
二
期
日
中
青
年
湖
北
省
孝
感

市
生
態
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

孝
感
市
に
於
け
る
第
二
期
目

の
事
業
で
あ
る
が
、
第
一
期
に

植
樹
し
た
水
杉
等
は
、
昨
年
七

月
の
大
干
ば
つ
で
、
ほ
と
ん
ど

が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
水
分
の

多
い
地
域
に
適
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
選
ん
だ
水
杉
で
あ
っ

た
が
、
未
曾
有
の
干
ば
つ
が
起

こ
り
、
活
着
率
は
低
い
。

孝
感
市
は
、
水
害
と
干
ば
つ

の
両
方
が
起
き
る
可
能
性
の
あ

る
、
過
酷
な
自
然
環
境
の
地
で

あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
今

回
は
樹
種
を
ポ
プ
ラ
に
変
え
、

補
植
の
意
味
も
含
め
て
行
わ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

孝
感
市
の
関
係
者
が
迎
え
る

中
、
植
林
現
場
に
到
着
。
見
渡

す
限
り
の
広
い
土
地
に
、
ポ
プ

ラ
の
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
細
い
苗
だ

が
、
も
し
こ
の
苗
が
な
か
っ
た

ら
、
こ
の
地
は
何
も
な
い
荒
れ

地
の
ま
ま
な
の
だ
。

会
の
主
席
を
始
め
関
係
者
が
参

加
し
て
歓
迎
食
事
会
が
開
か
れ

た
。
席
上
、
第
一
回
植
林
訪
中

時
に
日
本
友
愛
協
会
が
外
務
省

協
力
事
業
と
し
て
開
催
し
た

「
け
ん
玉
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
及

び
競
技
コ
ン
テ
ス
ト
」
以
来
け

ん
玉
に
興
味
を
持
ち
、
練
習
を

重
ね
て
来
た
王
さ
ん
が
、
そ
の

腕
前
を
披
露
し
た
。
け
ん
玉
を

通
し
て
、
笑
い
声
あ
り
拍
手
あ

り
と
、
笑
顔
に
溢
れ
た
和
や
か

な
歓
迎
会
と
な
っ
た
。

植
林
事
業
を
通
じ
て
行
わ
れ

る
文
化
交
流
は
、
着
実
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

た
瞬
間
だ
っ
た
。

参
加
者：

川
手
正
一
郎
／
日

本
友
愛
協
会
常
務
理
事
、
福
田

八
州
雄
／
日
本
友
愛
協
会
評
議

員
、
松
本
直
也
／
在
中
国
日
本

大
使
館
・
一
等
書
記
官
（
現
地

参
加
）、
川
手
祥
右
／
東
京
工

芸
大
学
工
学
部
建
築
学
科
在
学

中
、
羽
中
田
元
美
／
事
務
局

植
林
面
積：

約
六
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
　
植
樹
数：

約
十
万
本

樹
種：

楓
香
・
香
樟
な
ど

ポ
プ
ラ
の
苗
は
、
元
気
に
根

付
い
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
、

数
年
後
、
数
十
年
後
に
こ
の
地

が
緑
の
林
と
な
る
の
が
楽
し
み

で
あ
る
。

荒
涼
と
し
た
地
に
植
え
ら
れ

た
苗
を
、
十
年
の
年
月
が
緑
の

森
に
仕
上
げ
て
い
る
様
子
は
、

友
愛
の
植
林
事
業
十
数
年
の
歴

史
の
な
か
で
確
信
し
て
い
る
。

自
然
環
境
の
厳
し
い
孝
感
市
で

は
あ
る
が
、
地
元
の
方
々
の
思

い
と
努
力
で
、
き
っ
と
緑
の
森

を
創
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
孝
感
市
は
、
第
三
期
計

画
も
あ
り
、
今
後
も
植
林
地
の

活
着
状
況
を
見
守
っ
て
ゆ
き
た

い
と
思
う
。
太
陽
の
恵
み
を
祈

る
思
い
で
あ
る
。

参
加
者：

川
手
正
一
郎
／
日

本
友
愛
協
会
常
務
理
事
、
福
田

八
州
雄
／
日
本
友
愛
協
会
評
議

員
、、
川
手
祥
右
／
東
京
工
芸

大
学
工
学
部
建
築
学
科
在
学

中
、
井
之
輪
　
豪
／
事
務
局

植
林
面
積：

四
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
　
植
樹
数：

約
六
万
本

樹
種：

ポ
プ
ラ

わ
い
た
。
そ
の
後
各
人
が
担
当

し
て
い
る
箇
所
に
苗
を
植
え
付

け
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
ま

っ
た
学
生
達
は
、
崖
崩
れ
を
防

ぐ
た
め
、
路
肩
、
崖
の
上
な
ど

足
下
を
確
保
し
な
が
ら
丁
寧
に

植
え
付
け
を
行
っ
た
。

夕
刻
、
ア
モ
イ
市
青
年
連
合

ポ
プ
ラ
の
苗
を
共
同
で
植
え
る
現
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
青
年
た
ち
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◆
時
々
、
人
生
と
は
何
か
考
え
さ

せ
ら
れ
る

晩
節
と
は
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
る
べ
き
か

一
瞬
の
連
続
が
明
日
に
向
か
う

私
の
道
と
は
何
か

只
、
今
を
確
か
に
歩
む
だ
け

諸
行
無
常

生
き
る
価
値
と
は
、
自
然
と
違
い
、

花
は
何
度
も
咲
か
な
い

解
脱

空
し
く
時
が
流
れ
そ
う

明
日
は
来
る
か
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

◆
今
月
十
九
日
に
友
愛
創
立
六
〇

周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

昨
年
の
十
一
月
よ
り
、
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
実
行
委
員
会
が
開
か
れ

て
来
た
。
各
実
行
委
員
は
、
思
い

思
い
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て

大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
頭
を
悩

ま
す
。
私
の
よ
う
に
友
愛
歴
（
？
）

五
年
程
度
の
者
も
い
れ
ば
、
六
〇

年
の
方
も
い
る
。
想
い
は
そ
れ
ぞ

れ
、
友
愛
歴
六
〇
年
の
大
先
輩
方

は
ど
ん
な
想
い
で
大
会
を
迎
え
る

の
だ
ろ
う
か
。

（
G
O
）

◆
季
節
の
移
り
変
わ
り
は
、
四
季

の
あ
る
日
本
に
お
け
る
素
晴
ら
し

さ
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
辛

夷
の
花
が
咲
き
、
桜
が
咲
き
、
新

緑
の
若
芽
に
溢
れ
る
こ
の
時
期
ま

で
が
最
も
顕
著
で
美
し
い
。
あ
あ
、

そ
れ
な
の
に
、
今
年
の
早
春
は
何

処
へ
？
　
満
開
の
桜
で
の
お
花
見

は
何
処
へ
？
　
明
ら
か
に
天
候
異

変
の
感
が
あ
る
。
自
動
車
に
日
常

生
活
を
頼
っ
て
い
る
の
で
、
排
ガ

ス
に
注
意
し
た
り
、
ゴ
ミ
を
減
ら

し
た
り
出
来
る
限
り
の
努
力
は
し

て
い
る
つ
も
り
だ
が
…
。
道
は
邇

し
と
い
え
ど
も
行
か
ざ
れ
ば
至
ら

ず
…
遠
い
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
一

歩
の
歩
み
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
、

と
言
い
聞
か
せ
る
。
だ
っ
て
ほ
ら
、

新
緑
は
艶
や
か
に
光
っ
て
る
。（
も
）

時
事
川
柳服

部
迪
夫
　
作

―
五
輪
招
致

や
る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ
た
と

高
笑
い

―
罰
則
規
定

自
転
車
が
走
る
凶
器
の
仲
間
入

り
―
全
勝
優
勝

白
鵬
が
大
阪
場
所
を
駆
け
抜
け

る
―
天
候
異
変

歳
時
記
が
腰
を
痛
め
る
事
ば
か

り
―
途
中
駅

立
ち
位
置
が
脅
か
さ
れ
る
上
野

駅
―
長
野
で
も
Ｖ

川
内
が
マ
ラ
ソ
ン
界
を
席
巻
し

―
平
和
と
は

テ
ロ
と
銃
闇
の
向
こ
う
に
見
得

る
も
の作

者
／
時
事
川
柳
研
究
会
会
長

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
の
お
昼
、

三
月
も
下
旬
と
い
う
の
に
真
冬

の
よ
う
な
冷
た
い
空
気
の
中
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
モ
ー
ア
先
生
の

ス
タ
ジ
オ
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の
機
会
は
こ

の
一
度
だ
け
。
言
葉
で
事
細
か

に
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
時
間
は

な
い
け
れ
ど
も
、
先
生
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
か
ら
少
し
で
も
多
く
の

こ
と
が
感
じ
取
れ
れ
ば
、
短
い

時
間
の
中
で
も
き
っ
と
良
い
音

楽
が
で
き
る
と
信
じ
、
と
に
か

く
集
中
し
て
臨
み
ま
し
た
。
日

本
で
何
度
も
練
習
を
重
ね
準
備

し
て
き
た
曲
は
、
先
生
の
ピ
ア

ノ
に
導
か
れ
る
と
、
新
た
な
命

が
吹
き
込
ま
れ
た
か
の
よ
う
に

中
田
喜
直
の
曲
は
、
観
客
を
魅
了
し
た

最
高
の
舞
台
、
最
高
の
三
〇
分
だ
っ
た

恩
師
モ
ー
ア
先
生
と
の
息
も
ぴ
っ
た

り
。
演
奏
後
お
互
い
に
エ
ー
ル
を
送
る

生
き
生
き
と
流
れ
て
行
き
、
歌

い
な
が
ら
そ
の
多
様
な
表
現
方

法
に
感
激
致
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
ま
る
で
新
鮮
な
風
が
心
の
中

を
吹
き
抜
け
て
い
く
よ
う
な
感

覚
で
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
後
は
ホ
テ
ル
の

部
屋
で
一
休
み
を
し
、
夕
方
に

も
う
一
度
会
場
で
音
響
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
に
二
三
曲
歌
い
ま
し

た
。
前
日
の
長
旅
が
演
奏
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
だ
ろ
う
か
、

本
番
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
不
安
で
落

ち
着
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

楽
屋
に
入
っ
て
先
生
の
姿
を
見

つ
け
た
時
、
そ
し
て
専
務
理
事

の
ヴ
ィ
ン
マ
ー
さ
ん
が
笑
顔
で

私
に
歓
迎
の
挨
拶
を
し
て
下
さ

っ
た
時
、
一
番
大
切
な
こ
と
を

見
失
い
か
け
て
い
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
先
生
と
演
奏
で

き
る
幸
せ
と
と
も
に
、
感
動
や

喜
び
な
ど
の
想
い
を
聴
衆
の
皆

さ
ま
と
分
か
ち
合
う
た
め
に
歌

う
。
そ
の
こ
と
を
思
う
と
、
こ

れ
ま
で
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
心

は
地
に
足
が
つ
く
よ
う
に
自
然

と
定
ま
り
ま
し
た
。

最
初
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
第

一
声
で
、
す
っ
と
音
楽
の
世
界

へ
入
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
最
後
ま
で
そ
の
感
覚
を

大
事
に
し
な
が
ら
歌
い
ま
し

た
。
今
回
演
奏
し
た
歌
曲
は
、

ど
れ
も
が
内
容
の
濃
い
様
々
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
演
じ
る

こ
と
が
と
に
か
く
楽
し
く
て
、

お
客
さ
ま
と
そ
の
世
界
に
浸
っ

て
い
た
い
と
い
う
想
い
で
歌
っ

て
い
る
と
、
本
当
に
あ
っ
と
い

う
間
の
三
〇
分
で
し
た
。
歌
い

終
わ
っ
た
後
の
お
客
さ
ま
か
ら

の
温
か
な
笑
顔
と
拍
手
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
数
日
後
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟

の
本
部
に
て
、
会
長
の
シ
ュ
ス

ラ
ー
さ
ん
か
ら
そ
の
歴
史
と
活

動
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
仕

事
を
求
め
る
多
く
の
若
者
が
地

方
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
へ
や
っ
て
来

ま
し
た
。
ひ
と
り
故
郷
の
家
族

と
離
れ
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た

街
の
復
興
の
た
め
に
働
く
彼
ら

に
、
寮
を
建
て
て
住
ま
わ
せ
た

こ
と
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。

シ
ュ
ス
ラ
ー
さ
ん
が
大
使
を
務

め
る
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
つ
い

て
の
お
話
で
は
、
資
源
が
少
な

く
貧
し
い
国
の
人
々
に
は
、
単

に
物
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
技

術
を
伝
え
て
習
得
し
て
も
ら
い

た
い
と
仰
っ
て
お
り
ま
し
た
。

自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
術
を

与
え
ら
れ
て
こ
そ
真
の
支
援
で

あ
る
、
自
身
の
心
を
捧
げ
て
彼

ら
を
支
援
し
て
い
く
、
と
い
う

お
言
葉
が
大
変
印
象
深
く
心
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。
お
目
に
か

か
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青

年
連
盟
の
方
々
は
、
笑
顔
の
優

し
い
親
切
な
方
ば
か
り
で
し

た
。
シ
ュ
ス
ラ
ー
さ
ん
の
お
話

を
伺
い
、
皆
さ
ま
の
活
動
が
友

愛
の
精
神
に
基
づ
い
て
い
る
こ

と
を
理
解
す
る
と
、
そ
の
理
由

が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
強
行
日
程
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
無

事
歌
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

様
々
な
方
か
ら
頂
い
た
優
し
さ

が
支
え
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で

す
。
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
音
楽
家
と
し
て
、

人
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
出
演
と
い
う
夢
の
よ
う

な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
日

本
友
愛
協
会
、
そ
し
て
Ｏ
Ｊ
Ａ

Ｂ
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平成25年度総会開催
平成24年度　事業報告・決算　承認
平成25年度事業　一部実施延期

四
月
三
十
日
（
火
）
友
愛
サ

ロ
ン
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五

年
度
の
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
鳩
山
安
子
会
長
の
ご
逝

去
に
伴
い
、
今
年
度
は
実
務
の

み
の
総
会
と
し
、
ご
出
席
の
か

な
わ
な
い
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
委
任
状
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
。ま

ず
鳩
山
安
子
会
長
に
黙
祷

を
捧
げ
、
総
会
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
報
告
を
受
け
、
全
員

一
致
で
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
川
米
子
幹
事
長

よ
り
今
後
の
友
愛
婦
人
会
の
方

針
に
関
し
て
、
皆
様
で
ご
協
議

を
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
各
人

の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
長

い
歴
史
の
あ
る
会
な
の
で
、
今

年
度
の
事
業
は
、
ひ
と
ま
ず
、

再
度
見
直
し
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
勉
強
会
な
ど
は
、

文
化
活
動
を
大
事
に
し
て
お
ら

れ
た
鳩
山
安
子
会
長
の
ご
遺
志

を
尊
重
し
、
今
年
度
は
粛
々
と

続
け
て
参
り
ま
す
。

そ
の
後
、
毎
月
開
催
す
る
幹

事
会
に
お
い
て
、
関
係
各
位
の

ご
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

方
針
を
定
め
皆
様
に
お
は
か
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
方
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

私
ど
も
友
愛
婦
人
会
に
と
っ

て
は
、
柱
と
お
慕
い
し
た
鳩
山

安
子
会
長
を
失
っ
た
悲
し
み
は

言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
今
ま
で
の
想
い
を
大
切
に

す
る
意
味
か
ら
も
、
友
愛
婦
人

会
と
し
て
の
方
針
、
方
向
を
諸

先
輩
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

大
切
に
考
え
て
行
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

（
婦
人
会
　
記
）

写
真
上：

鳩
山
安
子
会
長
の

ご
遺
影
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

写
真
下：

総
会
の
様
子


